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 事業概要 

衝撃波が発生する速度域では, 数値計算において様々な困難な点が存在するため, 得られていない
知見が数多く存在する. この研究では, 衝撃波振動が発生する翼形状における高速バフェット条件, 
クラスタ化された低温プルームジェット干渉を含むロケット形状に対しての超音速一様流条件, 姿勢
制御用サイドジェットを含む鈍頭形状物体に対しての極超音速一様流条件で数値計算を行う. これら
を通して, 衝撃波が発生する広い速度域において流れ場の多角的な知見を得ることを目的とする. 

 
 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

高速バフェットによる衝撃波振動の再現, 超音速流中の低温プルームジェット干渉の再現, 極超音
速流/ジェット空力干渉による空力加熱率の再現は非常に不安定な計算であり, 時間的にも空間的に
も高い解像度が要求され, 計算コストは膨大となる. 高精度な大規模計算を短時間で可能にする最新
鋭のスパコンを用いることで, 研究速度を飛躍的に向上することができる. 

 

 今年度の成果 

・Vortex Generator による高速バフェットの抑制 
コード長 c = 200 [mm]の遷音速 2 次元翼型 NASA SC(2)-0518 に対し, 一様流マッハ数 M = 0.7, 翼
弦長を代表長としたレイノルズ数 Re = 5×10^6 の条件で Blade 型 VG の各パラメータを変更し計算
を行った(図 1は VG位置 Cv = 0.2 (= x/c), VG高さHv = 1.2 [mm], VG間隔Dv = 40 Hv (= 48 [mm]), 
VG 長さ Lv = 4 Hv (= 4.8 [mm]), VG 取り付け角 Av = 20 [°]のケース). その結果, 垂直衝撃波と VG
が干渉してるケースを基準とすると, Cv はより上流側に, Hv はより低く, Dv はより密に配置すること
で揚力が改善した. また, Lv, Av は流れ場には大きな影響を与えなかった.  
・超音速流中の低温プルームジェット干渉 

衝撃波干渉を伴う飛翔体の超音速・極超音速空力特性 
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一様流マッハ数 の環境下における 次元飛翔体モデルのノズルから超音速ジェットを噴射し
このジェットと一様流の干渉の考察を行った また本計算ではノズル個数を 個と設定し ジェッ
ト同士の相互作用にも着目した その結果 最もノズル間距離を大きくし 一様流とノズルの側面が
干渉するケース 図 参照 において ジェットを付与した際に軸力が増加しないため 推進性能の向
上が見込まれる
・ジェット空力干渉を伴う極超音速空力加熱計算
一様流マッハ数 の条件で 全長 曲率半径 の 次元鈍頭物体の後方
に設置された つのノズル ノズル直径 から超音速ジェットを噴射し ノズル間距離お
よびその配置を変更して数値計算を行った その結果 機体方軸向にノズルを配置した場合 ノズル
間距離 計算ケースの中では最小 で熱流束ピーク値は最大となった 図 は機体表面の熱流束
コンターおよび表面流線を示している なお ノズル間距離によるジェット上流の流れ場に大きな影
響はなかった

図 圧力係数 で色付けされた 値等高線図 による
高速バフェットの抑制

図 最もノズル位置が離れたケースにおけるジェットを付与している際
のマッハ数等値線図
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図 ノズル間距離 における機体表面熱流束コンターおよび表面
流線 ジェット空力干渉を伴う極超音速空力加熱計算

成果の公表

口頭発表
長谷尚央也 北村圭一 サイドジェット空力干渉流れにおける極超音速空力加熱計算 日本流体力
学会 年会

利用状況

⚫ 計算情報

プロセス並列手法
スレッド並列手法
プロセス並列数
１ケースあたりの経過時間 時間
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